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JENESYS2020 日ラオス・オンライン交流 

（ものづくり・科学技術）の記録  

 

１．概要 

【目的】ラオスの青少年が、日本の最先端のものづくり技術に触れることにより、科学技術への学

習意欲を高めること、及び日本のものづくり技術の発信強化につなげることを主目的に、本プログ

ラムを実施しました。 

 

【参加者】ラオスの大学生・大学院生 計 44名 

 

【訪問地】三重県、愛知県 

   

【日程】 

日付 

訪問地 
内容 参加者の質問・反応 

2021年 

6月 2日 

三重県伊勢

市 

 

（他のプログラムと合同実施） 

【ウェビナー・質疑応答】 

「ラオスと伊勢市の交流」 

講師：伊勢市情報戦略局企画調整課 シ

ティプロモーション係 主幹兼係長  山

下 智也氏 

 

「農業漁業の取り組み」 

講師：伊勢市産業観光部農林水産課 農

業振興係 係長 山中 強氏、伊勢市産

業観光部農林水産課 水産係 主幹兼係

長 中西 健氏 

農水産品が特産品として有名な伊勢市か

ら、ラオスでも採れる海苔や貝、野菜等を、

市外・海外へどのように PRし販売してい

るか、担い手不足や環境問題による特産品

の減少にどのような対策をしているか紹

介がありました。ラオス参加者からは、「身

近なメコン川でも採れる海苔の PR 方法

や環境保護について伊勢市から学ぶこと

ができ、ラオスの発展にとって、大変有益

な講義だった」との声がありました。 

2021年 

7月 7日 

愛知県名古

屋市、稲沢

市 

【ウェビナー・質疑応答】 

企業説明（人材育成） 

講師：三菱電機株式会社名古屋製作所 久

保田 治子氏 

 

稲沢製作所・昇降機事業紹介 

講師：稲沢製作所 河上 由可氏 

ほとんどの参加者が、ラオスの新国会議事

堂に三菱電機の昇降機が使用されている

ことを知らなかった様子で、興味深く同社

の説明を聞いていました。質疑応答では、

「三菱電機の外国支店には日本人以外の

技術者がいるか」などの質問があり、ラオ

スの学生が同社はじめ日系企業での就労

にさらに関心を高めた様子でした。 
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２．記録写真  

 

 

2021年 6月 2日【ウェビナー・質疑応答】講義

の様子 

2021年 6月 2日【ウェビナー・質疑応答】集合

写真 

 
 

2021年 7月 7日【ウェビナー・質疑応答】質疑

応答の様子 

2021年 7月 7日【ウェビナー・質疑応答】集合

写真 

 

３．参加者の感想（抜粋） 

◆ 参加大学生 

本プログラムは大変興味深く、伊勢市の農業、漁業、観光等について知ることができました。伊勢は

訪れる価値のある都市であり、機会があれば行ってみたいと思います。 

◆ 参加大学生 

素晴らしい経験をさせていただき、感謝しています。今回のプログラムに参加できて本当に良かっ

たです。またすぐに別のプログラムが開催されることを願っています。 

◆ 参加大学生 

参加させていただきありがとうございました。このイベントに参加し、三菱電機について多くのこ

とを学ぶことができました。 

 

４．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 受入れ企業 

弊社のことを知っていただく貴重な機会となりました。聴講していただいた方からの質問も多数あ

り、興味を持っていただけたと実感でき嬉しく思いました。 
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５．参加者の対外発信 

 

 

2021年 6月 2日 （Facebook） 

伊勢市のホストタウンウェビナーに参加し、わ

くわくしました。いつか訪れたいと思います。 

2021年 8月 11日 （Facebook） 

今回、JENESYSプログラムに参加しました。東

京オリンピック競技大会でラオスのホストタウ

ンとなった三重県伊勢市の魅力を知ることがで

きました。また、三菱電機には、同社の最先端の

製造技術や近年の取り組み事例、技術者の育成

等について講演いただき、ありがとうございま

した。ラオスでも、三菱電機の技術が使われて

いることを知りました。 

 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター 


